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１．概要（Summary） 

Zn 負極を用いた二次電池は，その安全性，高いエネ

ルギー密度，豊富さから，次世代の大規模蓄電池として

期待されているが，充電時に負極上に発生する異常析出

の抑制が課題である．本検討は，その抑制のため微量

Pb 添加に着目し，Zn 析出形態への影響を解析すること

を目的として，電解析出法によって Zn 薄膜を得た後，そ

の観察を行った． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

インラインモニター用 超高分解能電界放出型 走査電子

顕微鏡（日立ハイテク製/SU8240） 

【実験方法】 

 電解析出法によりＣｕ基板上に製膜したＺｎ薄膜の観察

を行い，添加剤の有無における析出形態の変化を観察し

た． 6.0 mol/L KOH + 0.25 mol/L ZnO （無添加溶液）， 

6.0 mol/L KOH + 0.25 mol/L ZnO + 1.0 mmol/L PbO

（Pb 添加溶液）の 2 種類の溶液を調製し，定電流電析を

行った．電流密度は−5.0 mA cm−2とし 2.0 C cm−2まで電

析を行った．  

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

無添加溶液から Zn を電析したサンプルの SEM 像を

示す（Fig. 1）．一部に異常析出が発生している様子が観

察された．また Pb 添加溶液からの Zn 電析を行ったサン

プルの SEM像を示す（Fig. 2）．異なる形態が得られ，特

徴的な柱状構造が観察できている．  

 

 

 

Fig. 1 SEM images of electrodeposited Zn film 

without Pb addition. (b) is a magnified image of (a). 

 

Fig. 2 SEM images of electrodeposited Zn film 

with Pb addition. (b) is a magnified image of (a). 
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